
にわ・なびMマニュアル

基礎情報は各ワークショップに関連付けるものです。常に最新かつ共有すべき情報ですから、複数のユーザーで
使用する場合は、にわ・なびMのデータベースを共有し、作業の都度、登録されることをお勧めします。

■　データベース（基礎情報）の作成
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（B）サーバパネル：画面上　左～中央

※ガルテン・ブログをご契約ユーザー及び
　eE-CAD8ユーザーのみ内容表示。

画面上　左端
[G]･･･グループ（大項目）
[C]･･･カテゴリー（小項目）を選択すると
個別の記事がリスト表示され、記事をクリック
すると編集できる状態になります。

（C）ワークショップパネル：画面上　左～中央

邸名や現場名などの作業データベースと生地情報
（CADデータ、パース画像、現場写真など）を関係付
けた状態で保管できる場所です。
ワークショップのデータは通常、にわ・なびがイン
ストールされたパソコンの中に保存されますが、
LAN（社内ネットワーク）のファイルサーバーへ保存
して、他の社員と共有することもできます。

画面上　左端のタブでサーバと切り替えができます。

記事のテンプレート選択やレイアウトをします。
選択したテンプレートの位置変更、追加、削除を
行います。

（D）レイアウトパネル：画面左　中央～下

１）画面左上の設定から［マスターテーブル］を
　　選択します。

２）データベース一覧が表示されます。情報を入力
　　したい項目のタブを選択し、リストの上でダブ
　　ルクリックします。

３）≪編集・削除≫画面が表示されたら、画面左下
　　の［新規］をクリックします。

４）≪新規登録≫画面に登録したい情報を記入し、
　　［保存］を押してから、［ウィンドウを閉じる］
　　をクリックします。

ウィンドウを閉じずに［新規］を押せば、続
けて登録作業ができます。

［MAP］は都道府県、市町村、番地に入力した
住所からgooglMAPの情報を探して、ホワイト
ボードに表示する機能です。［MAP］を押せば
地図を確認できます。

登録した項目は、リストの下に表示されます。

ダブルクリック

新規

保存

ウィンドウを閉じる

ワークショップ ～データ＆ファイル管理


